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新たな外国人材受入れ制度について
　昨年12月に改正入管法が成立し、2019年４月１日より施行されました。
　改正法では、深刻な人手不足に対応するため、新たな在留資格「特定技能」が設け
られました。本稿では、今、大きく注目を集める本制度の概要についてご説明します。
詳しい内容は、下記のURLかQRコードから、法務省のホームページをご覧ください。

【URL】http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri01_00127.html

★
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
と
は

　

特
定
技
能
は
「
特
定
技
能
１
号
」「
特

定
技
能
２
号
」
の
２
種
類
に
分
か
れ
、

受
入
れ
の
条
件
も
異
な
っ
て
い
る
。

　
「
特
定
技
能
１
号
」
は
、
受
入
れ
分

野
で
即
戦
力
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
ま
た
は
経
験
を
有
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
技
能
実
習
２
号
ま
た
は
３

号
か
ら
の
移
行
か
、
技
能
及
び
日
本
語

能
力
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
取
得

で
き
る
。
滞
在
期
間
は
最
長
５
年
（
技

能
実
習
の
期
間
は
含
め
な
い
）と
さ
れ
、

家
族
の
帯
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。
求
め

ら
れ
る
日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル
は
日
常

会
話
程
度
で
あ
り
、
技
能
実
習
２
号
か

ら
の
移
行
の
場
合
は
技
能
及
び
日
本
語

能
力
の
試
験
が
免
除
さ
れ
る
。

　
「
特
定
技
能
２
号
」
で
は
、
そ
の
受

入
れ
分
野
で
熟
練
し
た
技
能
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
、
所
管
の
行
政
庁
が
実
施

（
２
０
２
１
年
度
開
始
予
定
）
す
る
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
で
取
得
で
き
る
。

滞
在
期
間
は
無
制
限
と
さ
れ
、
家
族
の

帯
同
も
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
受
入
れ
に
際
し
て
後
述
の

「
受
入
れ
機
関
」
ま
た
は
「
登
録
支
援

機
関
」
が
実
施
す
る
、
外
国
人
に
対
す

る
生
活
支
援
が
必
要
と
な
る
の
は
「
特

定
技
能
１
号
」
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。

★
受
入
れ
対
象
分
野

　

生
産
性
向
上
や
国
内
人
材
確
保
の
た

め
の
取
組
み
を
行
っ
て
も
、
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た

め
、
外
国
人
に
よ
り
不
足
す
る
人
材
の

確
保
を
図
る
べ
き
産
業
上
の
分
野
と
さ

れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
特
定
技
能
１
号
」
が

左
図
の
14
業
種
で
あ
り
、
そ
の
中
の
２

業
種
「
建
設
業
」「
造
船
・
舶
用
工
業
」

が
「
特
定
技
能
２
号
」
の
受
入
れ
業
種

と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
対
象
業
種
に
関
し

て
、
人
手
不
足
が
解
消
さ
れ
た
場
合
等

に
は
、
そ
の
産
業
を
所
管
す
る
省
庁
の

大
臣
が
必
要
に
応
じ
て
受
入
れ
停
止
な

ど
の
措
置
を
取
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

★ 

受
入
れ
機
関
（
特
定
技
能
所
属
機
関
）

に
つ
い
て

　

受
入
れ
機
関
と
は
、「
特
定
技
能
」
の

在
留
資
格
を
持
っ
た
外
国
人
を
、
労
働

者
と
し
て
受
け
入
れ
る
企
業
の
こ
と
。

受
入
れ
機
関
に
は
、
外
国
人
に
対
し
、

職
業
生
活
上
ま
た
は
社
会
生
活
上
の
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

《
支
援
内
容
の
例
》

•
出
入
国
時
の
空
港
等
へ
の
送
迎

•
入
国
前
の
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提
供

•
外
国
人
の
住
宅
の
確
保

• 

在
留
中
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
（
銀
行
口
座
開
設
・
携
帯

電
話
契
約
支
援
な
ど
）

•
生
活
の
た
め
の
日
本
語
習
得
の
支
援

• 

外
国
人
か
ら
の
相
談
・
苦
情
へ
の
対

応
• 

各
種
行
政
手
続
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
と
支
援

• 

外
国
人
と
日
本
人
と
の
交
流
の
促
進

に
係
る
支
援

•
非
自
発
的
離
職
時
の
転
職
支
援 

等

　

な
お
、
受
入
れ
機
関
単
独
で
支
援
体

制
が
整
え
ら
れ
な
く
て
も
、
後
述
の

「
登
録
支
援
機
関
」
と
支
援
委
託
契
約

を
結
ぶ
こ
と
で
、
外
国
人
を
支
援
す
る

体
制
が
確
立
し
た
の
と
同
等
の
取
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

受入れ対象14業種
介護 自動車整備業

ビルクリーニング 航空業

素形材産業 宿泊業

産業機械製造業 農業

電気・電子情報関連産業 漁業

建設業 飲食料品製造業

造船・舶用工業 外食業
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★
受
入
れ
に
つ
い
て
の
基
準

　

受
入
れ
機
関
が
特
定
技
能
外
国
人
を

雇
用
す
る
た
め
に
は
、
次
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

①
雇
用
契
約
の
基
準

• 

報
酬
が
同
一
の
業
務
に
従
事
す
る
日

本
人
と
同
等
以
上
で
あ
り
、
所
定
労

働
時
間
も
同
等
で
あ
る
こ
と

• 

外
国
人
が
一
時
帰
国
を
希
望
し
た
場

合
に
は
必
要
な
休
暇
を
取
ら
せ
る
こ

と
• 

雇
用
契
約
満
了
後
、
外
国
人
が
出
国

す
る
際
に
必
要
な
支
援
措
置
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と 

等

②
受
入
れ
機
関
に
関
す
る
基
準

• 

労
働
関
係
・
社
会
保
険
関
係
の
法
令

を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

• 

外
国
人
に
従
事
さ
せ
る
予
定
の
業
務

に
、
同
様
に
従
事
す
る
労
働
者
を
非

自
発
的
に
解
雇
し
て
い
な
い
こ
と

• 

受
入
れ
機
関
の
責
め
に
帰
す
理
由
に

よ
り
外
国
人
の
行
方
不
明
者
を
発
生

さ
せ
て
い
な
い
こ
と

• 

受
入
れ
機
関
や
そ
の
役
員
が
、
欠
格

事
由
（
前
科
・
暴
力
団
関
係
等
）
に

該
当
し
な
い
こ
と

• 

５
年
以
内
に
出
入
国
・
労
働
関
係
法

令
に
関
し
不
正
ま
た
は
著
し
く
不
当

な
行
為
を
し
て
い
な
い
こ
と

• 

保
証
金
の
徴
収
や
違
約
金
の
支
払
契

約
な
ど
、
悪
質
な
仲
介
業
者
の
介
在

が
な
い
こ
と

• 

外
国
人
の
生
活
支
援
に
係
る
費
用
を
、

外
国
人
に
負
担
さ
せ
な
い
こ
と 

等

③ 

支
援
体
制
に
関
す
る
基
準
（
登
録
支

援
機
関
へ
の
委
託
が
可
、１
号
の
み
）

• 

過
去
２
年
間
に
お
い
て
中
長
期
在
留

者
の
受
入
れ
を
適
正
に
行
っ
た
実
績

ま
た
は
支
援
責
任
者
・
担
当
者
が
中

長
期
在
留
者
の
生
活
相
談
等
に
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と

• 

支
援
責
任
者
・
担
当
者
が
外
国
人
に

対
す
る
支
援
を
中
立
な
立
場
で
行
え

る
者
で
あ
る
こ
と

• 

支
援
責
任
者
・
担
当
者
が
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い
こ
と 

等

★
登
録
支
援
機
関

　

登
録
支
援
機
関
は
、
受
入
れ
機
関
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
、「
特
定
技
能
１
号
」

の
外
国
人
に
対
す
る
生
活
上
の
支
援
業

務
（
前
ペ
ー
ジ
「
受
入
れ
機
関
に
つ
い

て
」
の
《
支
援
内
容
の
例
》
を
参
照
）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

登
録
支
援
機
関
に
な
る
た
め
に
は
、

４
月
１
日
に
新
設
さ
れ
る
出
入
国
在
留

管
理
庁
へ
の
登
録
（
登
録
期
間
５
年
の

更
新
制
）
が
必
要
と
な
る
。
登
録
支
援

機
関
に
は
、
受
入
れ
機
関
が
単
独
で
外

国
人
の
生
活
を
支
援
す
る
際
と
、
同
等

の
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

従来の技能実習（団体監理型）と特定技能（１号）の違い

※法務省公開資料より抜粋


